
2023年 4月 2日 

主日礼拝 

 

《礼拝》 

 

礼拝讃美歌⇒4番（旧 7番）（MK姉） 

『アバ父と神を』 

 

 

聖書⇒ヨハネの黙示録 4:8~11節（KH姉） 

『この四つの生き物には、それぞれ六つの翼があり、その周りにも内側にも、一面に目があった。彼らは、昼

も夜も絶え間なく言い続けた。「聖なるかな、聖なるかな、聖なるかな、／全能者である神、主、／かつてお

られ、今おられ、やがて来られる方。」玉座に座っておられ、世々限りなく生きておられる方に、これらの生

き物が、栄光と誉れをたたえて感謝をささげると、二十四人の長老は、玉座に着いておられる方の前にひれ伏

して、世々限りなく生きておられる方を礼拝し、自分たちの冠を玉座の前に投げ出して言った。「主よ、わた

したちの神よ、／あなたこそ、／栄光と誉れと力とを受けるにふさわしい方。あなたは万物を造られ、／御心

によって万物は存在し、／また創造されたからです。」』 

 

礼拝讃美歌⇒23番（旧 152番） 

『聖なる聖なる聖なるかな』 

 

 

聖書⇒ヨハネによる福音書 6:52~58、66節（SK兄） 

『それで、ユダヤ人たちは、「どうしてこの人は自分の肉を我々に食べさせることができるのか」と、互いに

激しく議論し始めた。イエスは言われた。「はっきり言っておく。人の子の肉を食べ、その血を飲まなければ、

あなたたちの内に命はない。わたしの肉を食べ、たしの血を飲む者は、永遠の命を得、わたしはその人を終わ

りの日に復活させる。わたしの肉はまことの食べ物、わたしの血はまことの飲み物だからである。わたしの肉

を食べ、わたしの血を飲む者は、いつもわたしの内におり、わたしもまたいつもその人の内にいる。生きてお

られる父がわたしをお遣わしになり、またわたしが父によって生きるように、わたしを食べる者もわたしによ

って生きる。これは天から降って来たパンである。先祖が食べたのに死んでしまったようなものとは違う。こ

のパンを食べる者は永遠に生きる。」 

 

このために、弟子たちの多くが離れ去り、もはやイエスと共に歩まなくなった。』 

 

<祈> 

 

 



礼拝讃美歌⇒133番（旧 209番） 

『十字架の苦しみ』 

 

 

《パン裂き》 

 

 

聖書⇒詩編 51:1~3、12節（ES姉） 

『【指揮者によって。賛歌。ダビデの詩。ダビデがバト・シェバと通じたので預言者ナタンがダビデのもとに

来たとき。】神よ、わたしを憐れんでください／御慈しみをもって。深い御憐れみをもって／背きの罪をぬぐ

ってください。 

 

神よ、わたしの内に清い心を創造し／新しく確かな霊を授けてください。』 

 

聖書⇒エレミヤ書 31:31~33a、34c節 

『見よ、わたしがイスラエルの家、ユダの家と新しい契約を結ぶ日が来る、と主は言われる。この契約は、か

つてわたしが彼らの先祖の手を取ってエジプトの地から導き出したときに結んだものではない。わたしが彼ら

の主人であったにもかかわらず、彼らはこの契約を破った、と主は言われる。しかし、来るべき日に、わたし

がイスラエルの家と結ぶ契約はこれである、と主は言われる。 

 

わたしは彼らの悪を赦し、再び彼らの罪に心を留めることはない。』 

 

聖書⇒ルカによる福音書 22:17~20節 

『そして、イエスは杯を取り上げ、感謝の祈りを唱えてから言われた。「これを取り、互いに回して飲みなさ

い。言っておくが、神の国が来るまで、わたしは今後ぶどうの実から作ったものを飲むことは決してあるまい。」

それから、イエスはパンを取り、感謝の祈りを唱えて、それを裂き、使徒たちに与えて言われた。「これは、

あなたがたのために与えられるわたしの体である。わたしの記念としてこのように行いなさい。」食事を終え

てから、杯も同じようにして言われた。「この杯は、あなたがたのために流される、わたしの血による新しい

契約である。』 

 

（式） 

 

礼拝讃美歌⇒152番（旧 65番） 

『神の御前には』 

 

 

 

 



《建徳》 

 

 

聖書⇒詩編 23編（TM兄） 

『【賛歌。ダビデの詩。】 

主は羊飼い、わたしには何も欠けることがない。 

主はわたしを青草の原に休ませ／憩いの水のほとりに伴い 

魂を生き返らせてくださる。主は御名にふさわしく／ 

わたしを正しい道に導かれる。 

死の陰の谷を行くときも／わたしは災いを恐れない。 

あなたがわたしと共にいてくださる。 

あなたの鞭、あなたの杖／それがわたしを力づける。 

わたしを苦しめる者を前にしても／あなたはわたしに食卓を整えてくださる。 

わたしの頭に香油を注ぎ／わたしの杯を溢れさせてくださる。 

命のある限り／恵みと慈しみはいつもわたしを追う。 

主の家にわたしは帰り／生涯、そこにとどまるであろう。』 

 

 

礼拝讃美歌⇒427番 

『われに来よと主は今』 

礼拝讃美歌⇒98番（旧 187番） 

『馬槽の中に』 

 

 

 

《建徳要旨》 


